
好
評
だ
っ
た
作
品
展

素
人
離
れ
し
た
作
品
は
圧
巻

㈳
所
沢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
「
悠

和
会
」
主
催
に
よ
る
会
員
作
品
展
が
５
月
17

日
（
木
）
〜
20
日
（
日
）
ま
で
所
沢
市
民
第

二
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
、
17
日
９
時
17
分

秋
山
理
事
長
・
田
中
実
行
委
員
長
・
森
田
専

務
理
事
・
柏
木
会
員
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
同
時
に
開
場
と
な
っ
た
。
永
年
に

わ
た
る
創
作
活
動
を
通
し
て
培
っ
た
技
術
を

駆
使
し
て
の
力
作
、
書
・
絵
画
・
彫
刻
・
キ

ル
ト
・
写
真
・
手
芸
品
な
ど
、
出
展
者
45
名
、

87
点
が
展
示
さ
れ
た
。
風
景
を
編
み
こ
ん
だ

「
刺
繍
」作
品
を
前
に
す
る
と
、

草
木
の
葉
に
ざ
わ
め
き
を
起

こ
す
よ
う
な
感
動
が
あ
り
、

滝
か
ら
落
ち
る
水
流
に
肌
寒

さ
を
感
じ
た
。
い
ず
れ
も
普

段
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
秀
作
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

来
場
者
は
約
300
名
、
最
年
少

者
は
小
学
４
年
の
お
嬢
ち
ゃ
ん
、

会
員
が
優
し
く
説
明
し
て
い
た
。

家
庭
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
所

沢
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
来
年
が
た
の
し
み
で
あ
る
。

（
小
島
記
）

年
度
定
期
総
会

さ
わ
や
か
に
晴
れ
わ
た
っ
た
５
月
23
日

（
水
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
所
沢
駅
東

口
前
の
く
す
の
き
ホ
ー
ル
で
平
成
19
年
度

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

出
席
者
326
名
、
委
任
状
１
千
194
名
、
合

わ
せ
て
１
千
520
名
と
定
足
数
に
達
し
、
盛

大
な
総
会
と
な
っ
た
。
今
年
度
か
ら
は

様
々
の
行
事
を
会
員
が
主
体
と
な
り
、
セ

ン
タ
ー
と
協
調
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
、

司
会
を
広
報
部
会
長
の
岩
﨑
龍
二
氏
が
担

当
。
議
長
に
は
森
澤
弘
氏
が
選
任
さ
れ
、

議
事
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、
原
案
通
り

可
決
さ
れ
、
２
時
40
分
閉
会
し
た
。

引
き
続
き
悠
和
会
の
総
会
が
行
わ
れ
、

議
長
に
は
小
林
多
摩
樹
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

昨
年
度
新
設
さ
れ
た
悠
和
会
は
順
調
な

滑
り
出
し
を
見
せ
て
い
て
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
あ
り
、
最
後
に
、
役
員
の
紹
介
が

行
わ
れ
、
４
時
閉
会
し
た
。

会
員
主
導
の
初
め
て
の
総
会
で
あ
っ
た

が
、
新
年
度
は
力
強
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
広
い
会
場
で
会

員
相
互
の
交
流
が
繁
く
行
わ
れ
、
賑
や
か

な
歓
談
で
一
層
の
親
睦
を
深
め
た
。

（
詳
細
は
２
〜
３
頁
）　

（
中
村
記
）



  シルバーところざわ （2）第 99号 2007.7.25 発行

理
事
長
あ
い
さ
つ

秋　

山　
　

脩

本
日
は
、
平
成
19
年
度
所
沢
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
期
総
会
の
開
催
に

当
た
り
、
ご
来
賓
の
皆
様
に
は
、
公
務
ご

多
用
の
中
、
ご
出
席
を
賜
り
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
参
集
会
員
の
皆
様
に
は
益
々

ご
健
勝
に
て
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
に

ご
尽
力
を
頂
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。当

セ
ン
タ
ー
も
来
年
は
30
周
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
埼
玉
県
で
最
初
に

設
立
さ
れ
た
長
い
歴
史
の
中
で
、発
注
者
、

市
民
な
ど
地
域
社
会
に
お
い
て
高
い
評
価

を
得
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
会
員
の
仕
事

に
対
す
る
真
剣
な
姿
勢
と
、
高
齢
者
ら
し

い
気
配
り
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
日
の
総
会
に
は
５
項
目
の
議
案
を
ご

提
案
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
先
ず
は
、

平
成
18
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
で
あ

り
ま
す
。
当
該
年
度
の
受
注
高
は
約

８
億
６
千
３
百
万
円
に
達
し
、
前
年
度
に

対
し
て
約
５
千
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
会
員
皆
様
の
努
力

と
協
力
の
賜
で
あ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
反
面
、

事
故
も
24
件
の
発
生
を
み
て
お
り
、
な
お

一
層
の
安
全
就
業
を
皆
様
と
共
に
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
19
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算

に
つ
き
ま
し
て
は
、
契
約
高
８
億
５
千
万

円
、
就
業
率
は
団
塊
世
代
の
入
会
者
の
増

加
を
見
越
し
た
上
で
78
％
と
し
、
努
力
目

標
と
致
し
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
様
々
な

仕
事
に
会
員
が
就
労
し
て
お
り
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
も
適
正
に
、
公
平
に
仕
事
を
分

か
ち
合
い
、
助
け
合
っ
て
い
く
事
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
も
各

種
講
習
会
を
開
催
し
、
発
注
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参

り
ま
す
。
さ
ら
に
就
業
機
会
開
拓
創
出
員

の
積
極
的
な
就
業
開
拓
に
一
層
の
拡
大
に

努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
以
上
が
事
業

の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
共
、
元
気
な
高
齢
者
は
「
共
働
・
共

助
、
自
主
・
自
立
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
新

し
い
時
代
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
会

員
参
加
の
積
極
的
な
運
営
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
時
代
も
そ
れ
を
求
め

て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
昨
年
発
足
し
ま

し
た
互
助
会
組
織「
悠
和
会
」に
お
い
て
も
、

会
員
が
主
体
と
な
っ
て
様
々
な
行
事
が
企

画
運
営
さ
れ
、
参
加
会
員
の
好
評
を
得
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
本
日
の
総
会
開
催

に
も
色
々
と
お
手
伝
い
を
頂
き
、
こ
の
よ

う
な
試
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
も
創
立
30
年
近
く
に
な
ろ

う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
持
つ
貴

重
な
経
験
と
豊
か
な
知
識
を
活
か
し
、
そ

こ
に
思
い
や
り
と
い
う
ス
パ
イ
ス
を
加

え
、
会
員
同
志
の
団
結
に
よ
り
私
た
ち
の

街
に
光
を
投
じ
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

結
び
に
、
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓

の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
、
今
後
の
一

層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
会
員
の
益
々
の
ご
活
躍
を
重
ね
て

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
総
会
開
催
に
当
た
っ

て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

役
員
紹
介

役
職
名　
　
　
　

氏 　

名　
　

顧　

問　
　
　
　

斎　

藤　

 　
　

博

理  

事  

長　
　
　

秋　

山　

 　
　

脩

副
理
事
長　
　
　

田　

中　

 

文　

雄

　

〃　
　
　
　
　

小　

林　

 　
　

晟

専
務
理
事　
　
　

森　

田　

 

勝　

治

理　

事　
　
　
　

山　

口　

 　
　

博

　

〃　
　
　
　
　

五　

社　

 

よ
し
子

　

〃　
　
　
　
　

押　

切　

 

辰　

弥

　

〃　
　
　
　
　

九　

鬼　

 

春　

雄

　

〃　
　
　
　
　

村　

上　

 

和　

枝

　

〃　
　
　
　
　

橋　

本　

 

英　

世

　

〃　
　
　
　
　

前　

田　

 　
　

元

　

〃　
　
　
　
　

大　

坂　

 

秀　

吉

　

〃　
　
　
　
　

山　

内　

 

康　

子

　

〃　
　
　
　
　

貫　

井　

 

弘　

久

　

〃　
　
　
　
　

小
檜
山　

 

正　

幸

　

〃　
　
　
　
　

小　

野　

 

民　

夫

　

〃　
　
　
　
　

鏡　
　
　

 　
　

諭

監　

事　
　
　
　

粕　

川　

 

博　

扶

　

〃　
　
　
　
　

大　

野　

 　
　

勉
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総
会
の
あ
ら
ま
し

　

第
一
部　

セ
ン
タ
ー
総
会

広
報
部
会
長
岩
﨑
氏
の
司
会
に
よ
り
、

田
中
副
理
事
長
の
開

会
の
言
葉
、
秋
山
理

事
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
続
い
て
来
賓
の

挨
拶
で
は
、
所
沢
市
長
代
理
の
加
藤
副
市

長
、
秋
田
市
議
会
議
長
、
西
山
県
議
会
議

員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
頂
い
た
。
さ
ら

に
出
席
来
賓
の
紹
介
、
祝
電
披
露
の
後
、

議
事
に
入
っ
た
。

議
長
に
森
澤
弘
氏

（
吾
妻
地
区
）、
議
事

録
署
名
人
に
米
村
英

明
氏
（
新
所
沢
東
地
区
）
前
村
潔
氏
（
柳

瀬
地
区
）、
書
記
小
島
美
代
子
氏
（
三
ヶ

島
地
区
）
両
角
博
美
氏
（
事
務
局
主
任
）

が
選
ば
れ
、
５
つ
の
議
題
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
た
。

ま
ず
、
平
成
18
年

度
事
業
報
告
、
収
支

計
算
書
及
び
財
産
目

録
の
承
認
（
第
１
、２

号
議
案
）
が
上
程
さ
れ
、
森
田
事
務
局
長

兼
専
務
理
事
よ
り
説
明
が
あ
り
、
契
約
金

額
５
千
万
円
（
前
年
度
比
６
％
増
）
就
業

率
78
％
と
何
れ
も
順
調
に

推
移
し
た
と
報
告
さ
れ

た
。
監
査
報
告
は
監
事
を

代
表
し
、
大
野
勉
氏
か
ら

「
業
務
の
執
行
状
況
は
適
正
且
つ
決
算
書

類
は
公
正
妥
当
で
あ
る
」
と
の
お
墨
付
き

を
頂
い
て
２
議
案
と
も
「
異
議
な
し
」
と

承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
、平
成
19
年
度
事
業
計
画（
案
）、

及
び
収
支
予
算
書
（
案
）（
第
４
、５
号
議

案
）
が
上
程
さ
れ
、小
林
副
理
事
長
よ
り
、

契
約
高
８
億
５
千
万

円
、
就
業
率
78
％
を

目
標
に
す
る
こ
と
、

ま
た
安
全
就
業
対
策

の
推
進
・
高
齢
者
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
推
進
な
ど
、
特
に
今
年
度
は
中
長
期

計
画
の
策
定
、
設
立
30
周
年
記
念
行
事
推

進
が
折
り
込
ま
れ
た
10
項
目
の
実
施
計
画

案
の
提
示
。
収
支
予
算
書
で
は
当
期
の
収

入
８
億
７
千
６
百
６
万
９
千
円
、
支
出

９
億
２
百
45
万
１
千
円
の
内
訳
等
が
説
明

さ
れ
た
。
２
議
案
と
も
異
議
な
く
承
認
さ

れ
、
全
議
案
と
も
満
場
一
致
で
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。

五
社
よ
し
子
理
事

の
閉
会
の
言
葉
で
、
セ

ン
タ
ー
総
会
は
終
了
。

　

第
二
部　

悠
和
会
総
会

陸
浦
孝
之
氏
（
中

央
地
区
）
の
司
会
で
、

議
長
に
小
林
多
摩
樹

氏
（
松
井
地
区
）、
議

事
録
署
名
人
に
米
村
英
明
氏
（
新
所
沢
東

地
区
）
前
村
潔
氏
（
柳

瀬
地
区
）、
書
記
小
島

美
代
子
氏
（
三
ヶ
島

地
区
）
両
角
博
美
氏

（
事
務
局
主
任
）
が
選
ば
れ
、
配
布
さ
れ

た
議
案
書
に
基
づ
き
議
事
に
入
っ
た
。
ま

ず
、
平
成
18
年
度
事
業
報
告
、
収
支
計
算

書
報
告
書
（
第
１
、２
号
議
案
）
が
上
程

さ
れ
、
橋
本
幹
事
よ
り
設
立
初
年
度
の
活

動
経
過
等
の
説
明
が
あ
っ
た
、
監
査
報
告

は
荒
畑
監
事
か
ら
「
適
正
且
つ
確
実
に
処

理
さ
れ
て
い
る
」
と
報
告
さ
れ
た
。

２
議
案
と
も「
異
議
な
し
」と
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
、

平
成
19
年

度
事
業
計

画
（
案
）、
及

び
収
支
予

算
書
（
案
）

（
第
３
、４
号

議
案
）
が

上
程
さ
れ
、

前
田
幹
事
よ
り
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ

た
。
第
５
号
議
案
の
会
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
吉
松
幹
事
が
説
明
。
第
６
号
議
案

の
役
員
選
任
に
つ
い
て
提
案
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
、
役
員
の
互
選
に
よ
り
会
長
に

渡
邊
光
信
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
質
疑
で
は

2
、
3
質
問
が
あ
っ
た
が
役
員
会
で
検
討

す
る
と
の
事
で
了
解
さ
れ
、
４
議
案
と
も

承
認
さ
れ
、
全
議
案
と
も
満
場
一
致
で
原

案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
渡
邊
新
会
長
の
挨
拶
、
そ
し
て

悠
和
会
の
相
談
役
に
秋
山
脩
理
事
長
、
伊

藤
政
一
氏
の
紹
介
が
あ
り
、
悠
和
会
総
会

が
終
了
。
長
時
間
に
亘
っ
た
が
無
事
に
セ

ン
タ
ー
総
会
、
悠
和
会
総
会
が
終
っ
た
。

　
　
　
（
岩
﨑
記
）

総会　会場風景

総会後の

懇親会風景
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就
業
適
正
委
員
会

19
年
度
か
ら
は
、
新
入
会
員
が
今
ま
で
以
上
に
多
く

な
る
こ
と
は
、
皆
様
も
ご
存
知
の
こ
と
で
す
。
従
い
ま

し
て
シ
ル
バ
ー
事
業
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
共
働
･
共

助
」
を
踏
ま
え
、
よ
り
多
く
の
会
員
が
就
業
機
会
を
得

ら
れ
る
よ
う
就
業
開
拓
と
併
行
し
て
、
複
数
に
よ
る

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
や
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
仕

組
み
な
ど
を
よ
り
一
層
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
先
輩
会
員
で
あ
る
私
た
ち
が
率

先
し
て
「
セ
ン
タ
ー
就
業
の
基
本
要
綱
」
を
守
り
、
就

業
期
限
や
年
齢
制
限
に
該
当
す
る
場
合
は
、
円
滑
に
交

替
が
行
わ
れ
、
就
業
の
分
か
ち
合
い
が
で
き
る
こ
と
が

大
切
と
思
い
ま
す
。
就
業
適
正
委
員
会
は
、
規
約
に
基

づ
き
、
適
正
か
つ
公
平
な
就
業
機
会
を
会
員
に
提
供
す

る
た
め
、
努
力
を
致
し
ま
す
。

就
業
期
限

◎　

就
業
基
準
に
関
す
る
要
綱
の
抜
粋

（
第
４
条
、
同
一
仕
事
内
容
で
同
一
就
業
場
所
に
、

年
間
を
通
じ
て
就
業
す
る
会
員
の
就
業
期
限
）

1
、
就
業
期
限
は
原
則
１
年
と
す
る
。

2
、 

就
業
期
限
の
更
新
を
繰
り
返
す
こ
と
の
で
き
る
期
限
は
、

最
長
５
年
を
限
度
と
す
る
。

3
、
同
職
種
へ
の
再
就
職
は
、
１
年
後
以
降
と
す
る
。

4
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
発
注
者
の
要
望
（
特
殊
技

能
、
等
）
又
は
、
就
業
を
希
望
す
る
も
の
が
い
な
い
場
合

は
、
就
業
適
正
委
員
会
の
裁
定
に
委
ね
調
整
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。　

会員安全就業推進委員会
平成19年度事業計画

目標
○就業における会員事故の撲滅
○安全就業意識の徹底

重点活動項目
・安全広報活動の強化
・安全パトロールの実施
・安全月間・安全週間の実施
・安全研修の実施

具体的には、18年度に発生した事故を徹底的
に分析し、改善策を検討し、事故を未然に防ぐ
べく活動します。下図①②のように、18年度の
傷害事故は 16 件で、17 年度より９件減りまし
たが、まだ高い水準にあります。今年度は傷害
による入院事故をゼロに近づけるべく、全力を
あげて活動します。会員の皆様は、就業途上の
交通事故、就業中のケガは絶対に起こさないと
いう強い決意のもとに就業をお願いします。

事 業 部 会
平成19年度　事業部会事業計画

本年度事業目標8億5千万円 (契約高 )・78％ (就
業率 )を達成するため、次の項目を重点に置き活動・
推進する。

重点推進事項

(1） 就業機会の開拓と提供の充実・強化
1）多岐に亘る会員能力を生かすべく各職種の就
業開拓活動の展開
2）未就業会員の把握と就業意欲向上のためのア
プローチ

(2） 職群班の活動
1）職群班の積極的な設置、及び組織体制の推進
(3） 組織の構築
1）専門部会の再構築の推進
(4） 各種研修・講習の実施
1）センター運営に関する研修等の推進
2）就業に向け技能／技術等を取得するための会
員講習会の推進

(5） その他
1）悠和会活動への支援

 平成１８年度年齢別事故発生状況（件数）

年　齢
傷害事故 物損事故

就業中
合計

就業途上 就業中 計
60～64歳 2 3 5 2 7
65～69歳 2 3 5 4 9
70～74歳 1 3 4 2 6
75歳以上 1 1 2 0 2
計 6 10 16 8 24

図①

図②

＊＊規則を守り、適正で公平な就業を＊＊
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理 事 会 報 告

平成1８年度（12回）理事会　　　　　　　平成19.2.28（水）

審議事項 1．正会員として入会の承認を求める件について

  新入会員登録者22人、退会者17人・・承認

報告事項 1．各部会、委員会活動状況について

 2．悠和会、会員作品展実行委員発足する。

平成1８年度（13回）理事会　　　　　　　平成19.3.29（木）

審議事項 1. 新入会員登録者21人、退会者27人・・承認

報告事項 1. 各部会、委員会活動状況について

  １） 事業部会は研修交流のため富士見市人材

   センターを訪問。

平成1９年度（1回）理事会　　　　　　　  平成19.4.27（金）

審議事項 1. 新入会員登録者72人、退会者33人・・承認

 2. 平成１8年度収支補正予算（第2号）について

  １）事業活動収支の総額共に961,467円を追加

とする。（提案理由）収入増に伴う支出増に対

する弾力条項適用による補正をしたものです。

 3. 平成19年定期総会提出議案について

報告事項 1. 各部会、委員会活動状況について

 2. 設立30周年記念行事実行委員会発足について

平成19年度（２回）理事会　　　　　　　 平成19.５.31（木）

審議事項 1. 新入会員登録者43人、退会者37人・・承認

 2. 平成19年度事業部会事業計画の件・・承認

報告事項 1. 各部会・委員会、平成19年度事業計画の報告 つ
ゆ
く
さ
の
身
の

ひ
か
る
も
の

つ
ゆ
知
ら
ず

小
さ
な
水
玉　

き
ら
り
と
ひ
か
る

　
　
　

沓
澤　

勝
美

登録会員動向（平成19.1.31～19.5.31現在）

登録会員動向 男 女 計

平成19．1．31．現在 1,489人 618人 2,107人

平成19．5．31．現在 1,530人 623人 2,153人

広

報

部

会

①　

活
動
計
画

「
シ
ル
バ
ー
と
こ
ろ
ざ
わ
」
を
年
度
内

に
４
回
（
１
月
、
４
月
、
７
月
、
10
月
の

各
25
日
発
行
）、「
シ
ル
バ
ー
と
こ
ろ
ざ

わ
・
号
外
」
を
必
要
に
応
じ
随
時
発
行
。

②　

19
年
度
の
方
針

１
、
公
共
機
関
を
通
じ
、「
シ
ル
バ
ー
と

こ
ろ
ざ
わ
」
を
積
極
的
に
紹
介
。
広

く
市
民
の
理
解
を
得
る
よ
う
に
す
る
。

２
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、

ネ
ッ
ト
上
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
よ

り
、
幅
広
く
紹
介
す
る
。

３
、
部
会
員
は
、
地
区
懇
談
会
・
講
習

会
・
職
群
班
・
そ
の
他
会
合
等
に
も

参
加
す
る
よ
う
努
め
、
会
員
の
意
見

や
要
望
等
を
収
集
し
て
誌
面
の
充
実

を
図
り
た
い
。

4
、 

部
会
員
の
パ
ソ
コ
ン
作
業
で
の
原

稿
ま
と
め
、
レ
イ
ア
ウ
ト
作
業
が
技

術
的
に
も
進
歩
し
て
お
り
、
今
後
も

積
極
的
に
取
り
組
み
、
編
集
作
業
の

効
率
を
目
指
す
。

月 内　　　容 月 内　　　容
4 第1回リーダー会 10 第4回リーダー会
5 11 第5回リーダー会
6 第2回リーダー会 12 第6回リーダー会・芋煮会
7 第3回リーダー会 1 第7回リーダー会
8  （社会見学） 2 チャリティーバザー
9 3 第8回リーダー会・三役会

 婦人部年間行事

婦  人  部
平成19年度婦人部事業計画

次の項目に基づき活動する
●女性会員の増員推進
●センター普及啓発活動
●センターにおける会員相互の親睦

主な活動項目
●古布回収（回収箱を設置、随時受付）
●チャリティーバザー
●芋煮会（センター宣伝と女性会員増

員の周知）
●女性会員増員のためのポスター作

成･配布(地区役員と協力し市内各所

に配置）
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所
沢
市
の
屋
外
体
育
施
設
は
６
箇
所
あ

り
、
セ
ン
タ
ー
会
員
が
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、

テ
ニ
ス
な
ど
の
受
付
・
管
理
・
整
備
作
業

に
就
業
し
て
い
る
。

今
回
は
北
野
と
滝
の
城
運
動
公
園
を
取

り
上
げ
た
。

北
野
運
動
公
園

11
時
少
し
前
に
雨
が
降
り
始
め
た
。
再

開
で
き
る
目
処
が
立
た
な
い
ほ
ど
の
雨
に

な
り
そ
う
だ
。「
や
り
っ
ぱ
な
し
」
だ
か

ら
な
･
･
･
･
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
コ
ー

ト
に
出
し
て
あ
る
ブ
ラ
シ
を
片
付
け
に
出

か
け
る
。
10
面
に
２
個
ず
つ
の
ブ
ラ
シ
と

ラ
イ
ン
出
し
、
30
個
の
備
品
を
倉
庫
に
片

付
け
る
。雨
の
場
合
、プ
レ
イ
ヤ
ー
は
コ
ー

ト
か
ら
去
る
が
、
備
品
の
跡
か
た
づ
け
は

し
な
い
。

テ
ン
ト
で
雨
宿
り
歓
談
を
楽
し
ん
で
い

た
女
性
の
グ
ル
ー
プ
も
三
々
五
々
解
散
、

コ
ー
ト
の
周
辺
か
ら
人
影
が
消
え
た
。
今

日
は
函
館
さ
ん
が
受
付
の
、
青
木
さ
ん
は

補
助
の
役
割
、お
二
人
で
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

サ
ッ
カ
ー
、
野
球
の
受
付
と
清
掃
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

『
大
盤
振
舞
』

ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
の

そ
の
意
味
や
語
源
に
つ
い
て
意
外
に
本
当

の
こ
と
を
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
盤
振
舞
は
「
待
ち
に
待
っ
た
初
孫
が
生

ま
れ
た
嬉
し
さ
に
、
親
戚
や
友
人
を
呼
ん

で
大
盤
振
舞
」
等
、
気
前
よ
く
ご
馳
走
す

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
が
、
正
し
く
は

【
椀お
う

飯ば
ん
ぶ
る
ま
い

振
舞
】
で
す
。【
椀
飯
】
と
は
椀
に

盛
っ
た
飯
と
い
う
意
味
に
も
使
わ
れ
て
、

王
朝
時
代
に
公く
ぎ
ょ
う卿
た
ち
が
殿
上
に
集
ま
っ

た
時
の
膳
の
意
味
に
使
わ
れ
、
鎌
倉
・
室

町
時
代
に
な
る
と
、
椀
飯
は
年
頭
や
慶
賀

に
将
軍
家
へ
大
名
が
祝
膳
を
贈
る
儀
式
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
風
習
は
室
町
中
期
か

ら
廃す
た

れ
て
江
戸
時
代
に
は
、
民
間
で
正
月

に
宴
う
た
げ
を
催
す
こ
と
を
【
椀
飯
振
舞
】
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
今
の
意
味
に
転

じ
て
『
大お
う
ば
ん
ぶ
る
ま
い

盤
振
舞
』
の
当
て
字
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
今
も
関
東
の
あ
る
村
で
は
年
始

に
来
た
人
々
を
供
応
す
る
こ
と
を
言
い
、

ま
た
埼
玉
の
一
部
で
は
正
月
に
人
を
呼
ん

で
ご
馳
走
す
る
こ
と
を
、
単
に
『
お
う
ば

ん
』と
呼
ん
で
い
ま
す
。　　
　
（
田
中
記
）

勤
務
は
朝
５
時
30
分
か
ら
だ
が
5
時
ご

ろ
か
ら
作
業
を
開
始
し
な
い
と
、
一
番
で

来
ら
れ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
方
々
に
対
応
で

き
な
い
。
10
面
の
コ
ー
ト
の
ネ
ッ
ト
の
高

さ
を
メ
ジ
ャ
ー
で
調
整
、
一
日
の
最
後
に

は
緩
め
て
お
く
。

補
助
作
業
を
担
当
す
る
場
合
は
、
草
取

り
を
兼
ね
て
、
一
日
に
1
万
歩
以
上
は
歩

く
こ
と
に
な
る
。

５
人
の
仲
間
と
の
気
の
置
け
な
い
お
話

が
楽
し
い
こ
と
、
早
朝
５
時
の
一
人
出
勤

は
不
気
味
で
ち
ょ
っ
と
気
が
引
け
る
。
自

動
販
売
機
荒
ら
し
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

話
を
し
て
い
る
う
ち
に
作
品
展
の
話
な

ど
に
発
展
、
函
館
さ
ん
は
木
工
を
趣
味
と

さ
れ
て
い
る
と
の
由
、
出
品
す
る
こ
と
を

検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

滝
の
城
公
園
運
動
場

所
沢
市
の
東
端
、
狭
山

丘
陵
の
一
角
が
低
地
に
向

か
っ
て
落
ち
る
急
な
崖
上

に
は
滝
の
城
本
丸
之
址
史

跡
が
あ
る
。
急
な
坂
を
下

る
と
木
立
に
囲
ま
れ
た
野

球
場
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が

広
が
る
。
緑
ま
ぶ
し
い
桜

や
ユ
リ
ノ
キ
の
林
の
向
こ

う
に
は
鮎
が
遡
上
す
る
柳

瀬
川
が
近
く
、
武
蔵
野
線
が
走
る
。
後
方

に
は
竹
林
、
葉
が
さ
ら
さ
ら
と
竹
の
子
達

の
上
に
降
り
注
い
で
い
る
。

竹
が
枯
れ
て
い
る
よ
！
と
教
え
て
く
れ

る
方
が
多
い
そ
う
だ
が
、
竹
は
春
に
紅
葉

し
、
落
ち
葉
を
散
ら
し
、
同
時
に
新
し
い

葉
が
生
え
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
の
由
、

加
藤
さ
ん
、
中
田
さ
ん
と
に
教
え
て
い
た

だ
い
た
。
テ
ニ
ス
場
５
面
、
野
球
場
の
管

理
を
2
名
ず
つ
５
名
の
メ
ン
バ
ー
が
交
代

で
行
っ
て
い
る
。
平
日
だ
が
全
て
の
コ
ー

ト
で
大
勢
が
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
。

80
歳
す
ぎ
た
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
そ
う
だ
。ク
レ
ー
コ
ー
ト
な
の
で
雨
後
、

乾
燥
す
る
の
を
待
っ
て
ブ
ラ
シ
が
け
、
線

だ
し
、
ネ
ッ
ト
の
調
整
、
と
コ
ー
ト
を
整

備
し
な
く
は
な
ら
な
い
。
相
撲
の
土
俵
と

同
じ
土
を
固
め
て
あ
る
そ

う
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
は

優
し
い
コ
ー
ト
に
違
い
な

い
が
裏
方
さ
ん
に
と
っ
て

は
重
労
働
。

管
理
棟
の
近
く
に
は
ク

ス
ノ
キ
、
竹
の
落
ち
葉
が

ど
ん
ど
ん
落
ち
て
く
る
、

お
話
を
伺
っ
て
い
る
間
も

手
を
休
め
な
い
、
花
壇
の

手
入
れ
も
さ
れ
て
い
る
。

（
阪
口
記
）

薄は
く
が
く
だ
わ
ー

学
駄
話
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● サークルからのお知らせ ●
悠和会では、会員の親睦を図るための活動の場
として、サークルへ気軽に、また積極的に入会を
お願いしております。

カメラ、カラオケ、ゴルフ、小旅行、
太極拳、社交ダンス、ボウリング、手芸、
歌の会｢ひまわり｣、植物を楽しむ会、
しろがね吟詠会、所沢悠々詩吟の会、
さわやか体操、　　現在１３サークル。

＊　新規サークルも受け付けています。

Ｑ
．
就
業
開
拓
創
出
員
が
就

業
開
拓
を
す
る
場
合
の
留
意

点
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ
．
当
然
の
こ
と
な
が
ら
開

拓
す
る
就
業
は
、
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
も
の
や
喜
ば
れ

る
就
業
を
中
心
に
、
日
常
生

活
に
密
着
し
た
臨
時
、
短
期

の
も
の
で
軽
易
な
仕
事
で

あ
っ
て
、
適
材
適
所
を
心
掛

け
高
年
齢
者
向
き
の
就
業
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ

る
事
、
ま
た
、
会
員
の
就
業

に
対
す
る
希
望
状
況
に
で
き
る
だ
け
沿
う

も
の
を
重
点
的
に
開
拓
す
る
配
慮
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、
受
注
し
た
就
業
に
応

じ
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
（
ミ
ス
マ
ッ

チ
）も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、開
拓
に
当
た
っ
て
は
、セ
ン
タ
ー

事
業
の
趣
旨
・
目
的
か
ら
長
期
的
な
雇
用

関
係
下
で
の
就
業
と
な
ら
な
い
よ
う
な
仕

事
や
危
険
・
有
害
な
就
業
は
受
注
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

是
非
、
現
在
未
就
業
会
員
の
方
は
積
極

的
に
事
務
局
へ
お
出
掛
け
頂
き
、
就
業
相

談
を
し
て
下
さ
い
。

＊
疑
問
、
質
問
等
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
長
に
就
任
し
て

　
　
　

渡
邊　

光
信
（
新
所
沢
東
地
区
）

悠
和
会
は
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
就
業
事

業
と
共
に
会
員
相
互
の
交
流
・
親
睦
を
図

る
う
え
で
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
今
般
、
会
長
の
大
役
を
引
き

受
け
る
に
際
し
、

１
、
セ
ン
タ
ー
事
業
と
悠
和
会
の
活
動
と

が
車
の
両
輪
の
よ
う
に
機
能
し
、
来
年

30
周
年
を
迎
え
る
当
セ
ン
タ
ー
を
名
実

と
も
県
下
一
の
人
材
セ
ン
タ
ー
と
な
る

よ
う
役
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
運
営
し

て
い
き
ま
す
。

２
、
会
員
皆
様
に
は
、
積
極
的
に
行
事
へ

の
参
加
お
よ
び
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発
展

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
一
人
ひ
と
り
が

豊
か
な
生
き
が
い
の
場
を
体
験
す
る
会

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

３
、
相
談
役
に
秋
山
脩
理
事
長
、
伊
藤
政

一
氏
（
前
親
睦
会
々
長
）
に
お
願
い
し

ま
し
た
。

会
員
皆
さ
ん
と
共
に
歩
む
「
悠
和
会
」

の
定
着
化
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の

暖
か
い
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

あ
と
が
き

会
員
か
ら
の
寄
稿
募
集
！

テ
ー
マ
は
、「
シ
ル
バ
ー
で
の
体
験
談
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
」
で
、
苦
労
話
、
面
白
い
話
、

他
の
会
員
に
も
役
立
つ
話
な
ど
、
気
軽
な

気
持
ち
で
寄
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

寄
稿
文
に
は
、
会
員
番
号
・
氏
名
・
地

区
名
を
明
記
の
上
、
セ
ン
タ
ー
広
報
部
会

宛
に
持
参
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
便
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
部
会
で
は
以
前
か
ら
、
セ
ン
タ
ー

内
第
一
会
議
室
入
口
左
側
に「
ご
意
見
箱
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
ご
存
知
な
い
会

員
の
方
も
お
ら
れ
る
の
で
、
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
「
ご
意
見
箱
」
に
は
、
会
員
の
皆

様
か
ら
ご
意
見
、
要
望
な
ど
を
募
っ
て
お

り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
向

上
に
つ
な
が
る
ご
意
見
を
ご
遠
慮
な
く
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

特
に
新
入
会
員
か
ら
の
シ
ル
バ
ー
へ
の

感
想
や
希
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
そ

れ
ら
を
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
に
も
反
映

で
き
る
よ
う
に
活
用
し
た
い
と
考
え
ま

す
。　

（
岩
﨑
）

Ｑ＆Ａコーナー
会員からの質問にお答えします。

√√√√√√

√√√√√√

√
√

√
√

√
√

√
√
√
√

√
√
√
√

√
√
√

√
√

√
√

√
√

√
√

√
√

√
√

√
√

√
√

√
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☆
健
康
相
談
日

　

８
月
16
日
（
木
）
午
後

　

９
月
20
日
（
木
）
午
後

　

10
月
18
日
（
木
）
午
後

☆
就
業
相
談
日

毎
週
水
曜
日（
午
後
１
時
〜
３
時
）就
業

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

• 

未
就
業
会
員
の
方
は
是
非
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

☆
悠
和
会
事
務
局
よ
り

悠
和
会
の
事
務
局
員
と
し
て
吉
井
睦
会

員
を
迎
え
ま
し
た
。
月
水
金
は
10

‥

00
〜

12

：

00
及
び
水
曜
日
の
13

：

00
〜
15

：

00

の
間
、
常
駐
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
さ
ん
気
軽
に
セ
ン
タ
ー
へ
お
出
か
け

下
さ
い
。

雨
に
咲
く　

　

庭
の
紫
陽
花
色
深
し

　
　
　

小
手
指
地
区　

近
藤
宗
一

上
諏
訪
温
泉　

今
年
の
悠
和
会
主
催
の
旅
行
の
み
ど
こ

ろ
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
ゆ
か

り
の
地
、
武
田
神
社
や
川
中
島
古
戦
場
そ

し
て
「
甲
斐
の
国　

風
林
火
山
博
」
な
ど

を
訪
れ
ま
す
。
日
頃
の
忙
し
さ
を
忘
れ
、

皆
様
方
の
親
睦
を
深
め
て
頂
き
、
楽
し
い

旅
行
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

♦ 

旅
行
実
施
日

　

９
月
18
日
（
火
）
〜
19
日
（
水
）

バ
ス
に
て
各
地
区
よ
り
セ
ン
タ
ー
に
集

合
。　

８
時
30
分
頃
出
発

♦ 

宿　

泊　

地

長
野
県
上
諏
訪
温
泉　

ホ
テ
ル
紅
や

諏
訪
市
湖
岸
通
り
２

―

７

―

２
１

♦ 

旅
行
会
費　

２
万
円　

申
し
込
み
時
に
旅
費（
全
額
）

を
添
え
て
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
分
割
の
場
合
は

申
し
込
み
時
に
１
万
円
。

残
金
１
万
円
は
８
月
25
日
〜
30
日
ま
で

に
ご
持
参
下
さ
い
。

♦ 

募
集
人
員　

120
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
頂

き
ま
す
）

お
知
ら
せ

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

・
看
板
（
レ
タ
リ
ン
グ
）、
毛
筆
、

筆
耕
な
ど

・
一
般
事
務
、
経
理
事
務

・
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

・
屋
外
の
簡
易
な
作
業

・
室
内
作
業

・
簡
単
な
大
工
仕
事
、
修
理
修
繕

・
そ
の
他

※
高
齢
者
に
出
来
る
仕
事
で
あ
れ

ば
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★シルバー人材センターとは・・すでに勤めを
やめた方や家業を後継者に譲られた方など、

もう就職する事は望んでいないが、健康の為、

生きがいの為、何か仕事をしたいという高齢

者の皆さんが集まって、民間企業や一般家庭、

行政機関等から高齢者に向いている仕事を引

き受けて働こうという団体です。

★働くと言っても、生活をしていくための収入
を得る為ではなく、技術や経験を活かしなが

ら働く事によって、高齢者の生きがいを高め、

健康な日々を過ごしていただくと同時に、地

域社会の発展に貢献してもらおうというもの

です。

★シルバー人材センターは単なる同好者のグ
ループではなく、公共的な性格を持つ社団法

人で、営利を目的としません。

《シルバー豆宣伝》《シルバー豆宣伝》《シルバー豆宣伝》

会
員
親
睦
旅
行
の
ご
案
内

会
員
親
睦
旅
行
の
ご
案
内


